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○議長（山本研一） 

皆さんおはようございます。ただいまの出席議員は１２名です。定足数に達して

おりますので、これより令和５年開成町議会９月定例会議第３日目の会議を開きま

す。 

午前９時００分 開議 

○議長（山本研一） 

早速、本日の日程に入ります。 

本日は決算認定について、一般会計から特別会計及び企業会計までの説明を順次

担当課長に求める予定としております。よって、町三役は出席しておりませんので、

御承知おきください。 

なお、本定例会議において、マスクの着用については、議員、町執行者側はとも

に御本人の判断としております。 

では、直ちに日程に入りますが、説明員の方はゆっくり、そして分かりやすい説

明と、説明をする際のページ等をお示しいただくようにお願いいたします。  

それでは、日程第１ 認定第１号 決算認定について（一般会計）から日程第９ 

認定第８号 決算認定について（下水道事業会計）及び日程第８ 議案第３６号 令

和５年度開成町水道事業会計未処分利益剰余金の処分についての計９議題を開成町

議会会議規則第３６条の規定に基づき、一括議題とします。 

日程第１ 認定第１号 決算認定について、一般会計の細部説明を順次、担当課

長に求めます。なお、細部説明においては、着座にて説明して結構です。 

財務課長。 

○財務課長（高橋清一） 

それでは、認定第１号 決算認定について（一般会計）を御説明いたします。 

御覧いただくデータについては、０４、認定第１号 決算認定について（一般会

計）をお開きください。１ページを御覧ください。議案です。 

認定第１号 決算認定について（一般会計）。 

地方自治法第２３３条第１項の規定により、会計管理者から令和４年度開成町一

般会計歳入歳出決算の提出がありましたので、同条第３項の規定により、監査委員

の意見をつけて認定を求めます。 

令和５年９月５日提出、開成町長、山神裕。 

次に、２ページを御覧ください。一般会計歳入歳出決算総額です。 

歳入予算現額７７億３，１２９万８，０００円、歳入決算額７６億９３８万７，

６１０円、歳出予算現額７７億３，１２９万８，０００円、歳出決算額７１億２，

３８４万７，０４１円、歳入歳出差引額４億８，５５４万５６９円、うち基金繰入

額０円。 

令和５年９月５日提出、神奈川県足柄上郡開成町長、山神裕。 

次に、資料３ページから４ページについては、令和４年度一般会計歳入歳出決算

額の歳入になります。 
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資料は５ページの歳入合計額を御覧ください。 

１款町税から２１款町債まで、予算現額７７億３，１２９万８，０００円、調定

額７６億３，２３９万６，２０９円、収入済額７６億９３８万７，６１０円、不納

欠損額２４５万９，０４９円、収入未済額２，０５４万９，５５０円でございます。 

次に、資料については、６ページから７ページを御覧いただき、こちらについて

は歳出でございます。 

７ページ一番下の歳出合計を御覧ください。 

１款議会費から１３款予備費まで、予算現額７７億３，１２９万８，０００円、

支出済額７１億２，３８４万７，０４１円、翌年度繰越額１億５，９４４万８，５

００円、不用額４億４，８００万２，４５９円、表の下の歳入歳出差引残額は、４

億８，５５４万５６９円でございました。 

それでは、詳細については、開成町一般会計歳入歳出決算事項別明細書にて、順

次御説明申し上げます。 

説明に際しましては、新規事業、重点事業、新型コロナウイルス感染症対策事業

などを中心に、簡潔に御説明させていただきたいと思いますので、御了承くださる

ようお願いいたします。 

なお、新型コロナウイルス感染症対策事業については、別のデータ、０３、認定

第１号から第８号共通、令和４年度開成町歳入歳出決算書、３、付属資料にとりま

とめた資料がございますので、後ほど御覧いただけたらと思います。 

それでは、資料については、９ページを御覧ください。歳入１款町税から御説明

申し上げます。 

○税務課長（山口哲也） 

それでは歳入、町税になります。９ページを御覧ください。 

町税全体では３０億８，４７１万円、前年度比２．９％の減となっております。

主な要因といたしましては、法人町民税が減になったことが挙げられます。  

項ごとの比率といたしましては、町民税が約４７％、固定資産税が約４７．２％、

軽自動車税とたばこ税が合わせて約５．８％となっております。 

それでは、町税につきまして、主な項目について御説明申し上げます。 

１款町税、１項町民税、１目個人、節現年度分、細節１均等割です。納税義務者

数の増に伴い増額となっております。前年度比１６１件、約５６万円の増です。 

次に、細節２所得割です。徴収率は９９．７％となっております。賃金の増や、

納税義務者数の増に伴い、前年度と比較して１４１件、約３，６３０万円、３．４％

の増となりました。 

続きまして細節３分離譲渡です。令和４年度は土地建物等資産の譲渡が少なかっ

たことから、前年度と比較して３５．４％の減となっております。 

続きまして、２節の個人町民税の滞納繰越分になります。滞納額そのものは年々

圧縮できているために、総額ベースでは減ってきております。決算額は前年度より

減となっておりますが、徴収率といたしましては７６．６％と、逆に１７．９％の
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増となっております。 

続きまして、２目法人、細節２の法人税割です。本町の法人税割は、特定の法人

の影響を大きく受けますが、令和４年度決算額は３７．７％の大幅な減となってお

ります。これは主要法人の業績というよりも、令和３年度決算額が例年と比較して

多かったということが、前年度からの減の要因の１つでございます。 

続きまして、１０ページをお開きください。 

２項固定資産税です。全体の現年度分の徴収率は９９．７％となっております。

細節１土地につきましては、地価そのものが若干ですが下落傾向にあることや、建

築が進み、住宅用地特例の適用が増えたことにより、約６００万円の減収となりま

した。 

続きまして、細節２家屋です。みなみ地区をはじめとした市街化区域の新築家屋

の増により、約２，１６０万円、３．５％の増となりました。新築も１５０棟ほど

建っており、家屋の相当数は、前年度から８３棟増えております。 

続きまして、２節滞納繰越分です。固定資産税の滞納繰越分は、徴収率が２３．

２％で、前年度比６．６％の減となってございます。 

続きまして１１ページを御覧ください。 

３項軽自動車税です。徴収率は９８．８％となっております。種別割につきまし

ては、全体的に登録台数が伸びており、買換えが進んでいると考えております。 

町税につきましては、以上になります。 

○財務課長（高橋清一） 

続いて資料については１２ページを御覧ください。１２ページの中段辺りになり

ます。 

２款地方譲与税、１項地方揮発油譲与税、９８６万８，０００円でございます。

揮発税の１００分の４２を市町村の道路延長、面積に応じて交付されるものでござ

います。 

次に、その下、２項自動車重量譲与税、２，９５３万９，０００円でございます。

自動車重量税の１，０００分の４０７をこちらも、市町村の道路延長、面積に応じ

て交付されるものでございます。 

資料については、次の１３ページに移ります。下から２つ目、６款法人事業税交

付金５，１１１万６，０００円でございます。法人事業税の７．７％を法人税割額、

従業者数に応じて交付されるものでございます。 

次にその下、７款地方消費税交付金です。資料は次の１４ページの上段に移りま

す。 

地方消費税交付金４億２，６７９万１，０００円でございます。消費税１０％の

うち２．２％、軽減の８％の場合は１．７６％が地方消費税として、都道府県が収

納し、そのうちの２分の１が市町村に交付されるものでございます。 

また、この一部につきましては、社会保障財源化分として交付されておりますの

で、社会保障の４経費、年金、医療、介護、少子化対策に充てております。 
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次に、その下、８款環境性能割交付金９２５万５，４２３円でございます。都道

府県が自動車の環境性能に対して課する税であり、県収納額の９５％を乗じて得た

額に、１００分の４３に相当する額を、市町村の道路延長、面積に応じて交付され

るものでございます。 

次にその下、９款地方特例交付金、細目減収補てん（住宅ローン減税分）特例交

付金３，１２６万４，０００円でございます。 

所得税の住宅ローン控除で、控除し切れない分を住民税から控除したことに伴う

住民税減収分の補てんのために交付されるものでございます。 

続きまして、１つ飛ばしまして、１０款地方交付税です。資料は次の１５ページ

上段に移ります。 

細節特別交付税３，７５２万円でございます。普通交付税で措置されない個別、

緊急の財政需要に対する財源不足額に見合いの額として算定され、交付されるもの

でございます。 

次に、その下、細節普通交付税、５億３，５６１万５，０００円でございます。

全ての地方公共団体が一定の水準を維持し得るように、財源を保障するため、全国

一律の基準による算定が行われ、地方公共団体の財源の不均衡を調整し、行政サー

ビスが提供できるよう、国から地方公共団体に交付されるものでございます。 

○税務課長（山口哲也） 

続きまして、資料１８ページになります。１８ページを御覧ください。 

１３款使用料及び手数料、２項手数料、１目総務手数料、２節徴税手数料、細節

が督促手数料になります。令和３年度に条例改正をいたしまして、令和４年度分か

ら督促手数料を徴収しなくなったことから、前年度と比較しまして、大幅に減とな

っております。 

○参事兼企画政策課長（田中栄之） 

続きましてページは２０ページに移ります。 

１４款２項１目１２節、細節は２になります。新型コロナウイルス感染症対応地

方創生臨時交付金、公共交通対策関係費をはじめ１６事業に充当したものでござい

ます。 

○こども政策担当課長（田中美津子） 

続きまして、ページは２１ページ、３目民生費国庫補助金、子ども・子育て交付

金の細節は４子ども・子育て支援整備交付金です。こちらは開成南小学校区学童保

育施設の建設工事に係る国庫補助金、国庫の交付金２分の１分でございます。 

その下、細節５児童虐待・ＤＶ対策等総合支援事業費補助金、こちらは令和４年

４月から設置いたしました子ども家庭総合支援拠点運営に必要な人件費等に係る国

庫補助金２分の１分でございます。 

○参事兼学校教育課長（岩本浩二） 

続きましてページは２３ページになります。 

７目教育費国庫補助金、２節中学校費補助金、公立学校施設整備費補助金４，３
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２９万８，０００円になります。 

文命中学校大規模改修工事に係る国からの補助金で、補助率は３分の１となりま

す。 

○参事兼総務課長（中戸川進二） 

続きましてページが大分飛びます。２９ページをお願いいたします。２９ページ

でございます。 

中段になります１７款寄附金、１項寄附金、１目一般寄附金、ふるさと応援寄附

金２億１，７８０万４，０００円でございます。ふるさと納税制度による寄附金で

ございまして、前年度から比較して件数で３１８件減少してございます。この要因

といたしましては、令和５年１月以降の寄附件数が前年度比較で３００件以上落ち

込んでいるといったことから、コロナ禍の巣籠もり需要が減ってきたということが

主な要因と捉えてございます。 

○産業振興課長（熊澤勝己） 

続きまして１つ飛びまして、４目農林水産業費寄附金、１節農業費寄附金、あじ

さい維持管理事業寄附金、こちらは３年ぶりに開催しました開成町あじさいまつり

期間中に来園された方の寄附金と、あと出店者２店舗からの寄附金です。 

○参事兼子育て健康課長（小宮好徳） 

３０ページを御覧ください。３０ページの２つ目になります。６目保健衛生寄附

金になります。新型コロナウイルス感染症対策事業費寄附金５５万５，０００円で

ございます。こちらは２件分の寄附金となります。こちらにつきましては、健康づ

くり推進事業に充当させていただいてございます。 

○財務課長（高橋清一） 

次に１つ飛ばしまして、１８款繰入金、１項基金繰入金、目、節、細節ともに、

財政調整基金繰入金２億円の取崩しです。こちらは、年度間の財源の不均衡を調整

するため、基金の取崩しを行いました。 

○参事兼企画政策課長（田中栄之） 

続きましてページは３３ページをお願いいたします。３３ページ上から３つ目に

なります。 

細節は２２自治総合センターコミュニティ事業助成金です。 

こちらは自治総合センターからの助成金でございまして、令和４年度につきまし

ては、宮台、牛島、上島、河原町４自治会に対しまして備品整備事業の財源として

ございます。 

続きましてページは３４ページに移ります。ちょうど中段辺りでございます。 

４節です。細節は２５地域再エネ導入を計画的・段階的に進める戦略策定支援事

業補助金でございます。こちらは、地域地球温暖化対策実行計画（区域施策編）で

ございますけれども、こちらを作成するための基礎となる再エネ導入戦略を策定す

るための国からの交付金でございます。 

○街づくり推進課長（柏木克紀） 
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続きまして、３５ページになります。上から３番目です。２０款諸収入、４項雑

入、１目雑入、７節土木費雑雑入、細節の３番十文字橋負担金でございます。こち

らにつきましては、松田町と共同で管理をしております十文字橋の維持・管理とし

て負担金をいただいているものであり、令和４年度につきましては、十文字橋改修

工事に伴い、５３６万１，０８５円の収入がございました。 

以上です。 

○財務課長（高橋清一） 

続いて資料は３６ページを御覧ください。中段付近になります。 

２１款町債、１項町債、５目土木債、１節都市計画債、細節駅前通り線周辺地区

土地区画整理事業債１億６，５６０万円でございます。こちらは、駅前通り線周辺

地区土地区画整理事業費について借り入れたものでございます。 

次にその下になります。７目教育債、２節中学校債、細節中学校大規模改修事業

債１億２，９００万円でございます。こちらは文命中学校大規模改修工事費につい

て借り入れたものでございます。 

次、その下になります。目、節、細節ともに臨時財政対策債１億５００万円でご

ざいます。こちらは普通交付税算定において、現金で措置されない財源不足額を借

り入れたものでございます。 

歳入の説明は以上となります。 

続いて、歳出に移ります。 

最初に、全会計にわたる人件費について一括して、総務課長より御説明申し上げ

ます。 

○参事兼総務課長（中戸川進二） 

それでは職員人件費について御説明申し上げます。大変恐れ入ります。ちょっと

別ファイルを御覧いただきたいと思います。ファイル名が０３、認定第１号から第

８号共通、令和４年度開成町歳入歳出決算書③付属資料、こちらの４０ページを御

覧いただきたいと思います。 

資料のタイトルが、各会計の令和４年度決算における職員人件費一覧としている

資料でございます。 

○議長（山本研一） 

すみません。ちょっとお待ちください。よろしいですか、皆さん。大丈夫ですか。

お願いします。 

○参事兼総務課長（中戸川進二） 

こちらは特別職と一般職、全体の総人件費になってございます。まずは職員数に

ついて御説明いたします。 

令和４年度末の職員数は、特別職を除き、１２６名。これに再任用短時間勤務職

員が８名で、合計で１３４名の職員数となってございます。これは職員定員適正化

計画に基づいて採用を行ってきた結果でございます。 

人件費全体について御説明をいたします。資料一番下の行、会計合計欄を御覧く
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ださい。 

一般職給与のうち給料が前年度比較で、約３，５１０万円の増となってございま

すのは、人事院勧告に基づき若年層を中心とした増額の給与改定を行った影響分が

約１，３００万、また、職員増の影響が約１，２００万、このようなことが要因と

なってございます。 

また、職員手当が約２，７１９万円の増となってございますのは、人事院勧告に

基づく全体の給与水準の引上げとともに、勤勉手当の支給率の引上げ、イベント再

開による時間外勤務の増などが影響した結果でございます。 

退職手当組合負担金のうち、一般負担金が前年度比較で１２９万円の増となって

ございますのは、先ほど御説明した給与水準の引上げと職員増の影響でございます。 

その右側の特別負担金が前年度比較で約３，４１８万円の減となっておりますの

は、特別負担金を負担する退職者の減が要因となってございます。  

その右側、共済費、公務災害補償基金積立金が前年度比較から増となってござい

ますのも、全体の給与水準の引上げなどが要因となってもございます。 

合計欄を御覧ください。人件費全体といたしましては、１０億５，３７５万２，

３５８円です。これは前年度から約３，６５０万円の増となってございます。 

次に、各会計の令和４年度末における職員数を申し上げます。一般会計が１１８

名、国民健康保険特別会計と介護保険事業特別会計がそれぞれ２人。土地区画整理

事業特別会計、水道事業会計、下水道事業会計がそれぞれ４人の内訳となってござ

います。 

各会計で前年度比較において増減額の大小や、一部の減額がございますが、これ

は配置した職員の実態を反映したものとなってございます。 

職員人件費の御説明は以上となります。なお、本説明をもちまして各会計におけ

る人件費の御説明は省略させていただきますので、御了承ください。 

続きまして歳出の御説明に移ります。決算書のほうにお戻りいただきたいと思い

ます。 

決算書の、ページが４０ページになります。お願いいたします。 

それでは４０ページ、最下段から次のページにわたっているところでございます。 

２款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、職員研修事業費でございます。 

コロナ禍の中で、量より質に比重を置きながら、職制や職階に応じた派遣型や庁

内研修を実施するとともに、令和３年度から開始した資格取得制度を運用すること

により、個々の職員のスキルアップを図るとともに組織力の向上を図りました。 

○参事兼企画政策課長（田中栄之） 

４１ページをお開きいただきたいと思います。２目広報広聴費です。 

一番下になります。事業名は広報広聴事業費です。広報かいせい、おしらせ版、

町民カレンダーを発行してございます。また、令和４年５月１日から全町民への広

報を配布するためにポスティングシステムを導入したところでございます。 

○財務課長（高橋清一） 
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続いて資料については４５ページの一番上を御覧ください。 

２款総務費、１項総務管理費、４目財産管理費、事業名、公共施設整備基金積立

金１億円でございます。こちらは公共施設の老朽化への対応のため積立てを行いま

した。 

○生涯学習課長（高橋靖恵） 

続きまして、５０ページになります。一番上の事業です。 

町民センター施設整備事業費１，８７０万円です。町民センターの付帯設備に不

具合が発生していることから、改修工事に必要な基本設計を行いました。  

今年度実施設計を実施し、空調設備の更新とその他の老朽化対策工事に分けて改

修工事を進めております。 

○参事兼企画政策課長（田中栄之） 

続きまして５１ページを御覧いただきたいと思います。５１ページの一番下にな

ります。１０款協働推進費、事業名は、コミュニティ活動強化関係費でございます。

こちら自治会活動の推進を図るために、宮台、牛島、上島、河原町の４自治会の備

品整備に対する補助を行ったものでございます。整備したものとしましては、主に

エアコン、テント、冷蔵庫などがございます。 

以上です。 

○財務課長（高橋清一） 

続いて資料は５３ページ。５３ページの中段付近になります。 

２款総務費、１項総務管理費、１２目諸費、事業名、過年度分精算金で、事業名

のところ欄で上から４つ目、財務課の所管のところでございます。 

備考欄、社会資本整備総合交付金精算金１，４００万円でございます。こちらは

令和２年度旧庁舎解体工事にかかるアスベスト補助金について、補助の適用外とな

ったことから、補助金の返納を行ったものでございます。 

○税務課長（山口哲也） 

続きまして、５５ページを御覧ください。 

５５ページの最下段になります。２項徴税費、２目賦課徴収費、徴収事務費の委

託料になります。 

従来、紙ベースで行っておりました各税料の口座振替申請をウェブから申し込め

るシステムを導入いたしました。費用は全額新型コロナウイルス感染症対応地方創

生臨時交付金を充てております。 

○総合窓口課長（土井直美） 

続きまして、５６ページから５７ページ上段にかけて、戸籍住民台帳費、個人番

号カード交付事務費になります。個人番号カード交付事務体制強化のため、郵便局

での申請サポート手数料のほか、会計年度任用職員の増員、統合端末システムの増

設などの費用を支出しました。 

交付率６６．４％は、令和４年度末の交付率で、７月末現在の交付率は７６．１％

でございます。 



－１６９－ 

続きまして、同じく５７ページ下段になります。証明書交付関係費、こちらはこ

れまでコンビニ交付事務費は、戸籍住民台帳事務費から支出しておりましたが、令

和４年６月から運用を開始しました、窓口キャッシュレス決済にかかる経費と合わ

せ、証明書交付関係費として、令和４年度から予算項目を別立てしたものにござい

ます。 

○福祉介護課長（奥津亮一） 

続きましてページは６３ページをお願いいたします。民生費になります。 

３款民生費、１項社会福祉費、１目社会福祉総務費、事業名は、全国健康福祉祭

運営事業費でございます。昨年１１月に開催された、ねんりんピックかながわ２０

２２パークゴルフ交流大会の円滑な運営や大会の広報などに対して、町実行委員会

への補助を行いました。大会当日は全国から２９チーム１１２名が参加し、パーク

ゴルフの腕前を競うとともに、参加者それぞれで親睦を図りました。 

続きまして、６４ページをお願いいたします。事業名称は、新型コロナウイルス

感染症緊急対策事業費でございます。 

新型コロナウイルス感染症による自宅療養者に対して、生活に必要な食料品等の

支給を３９世帯６５人に実施いたしました。 

続きまして、６７ページから６８ページにかけまして、５目障害者福祉費、事業

名称は、自立支援給付関係費になります。 

こちらの扶助費に関しましては、障害者総合支援法に基づく障害福祉サービス費、

入所施設利用者のサービス費、児童福祉法に基づく障害児通所支援サービス等にな

ってございます。 

居宅サービス、通所支援などの障害福祉サービス費及び放課後デイサービスなど

の障害児通所支援サービス費ともに利用者の増によって給付費の伸びが大きくなっ

てございます。 

続きまして、ページは７０ページをお願いいたします。 

７０ページ、６目福祉会館管理費、事業名称も福祉会館管理費になります。指定

福祉避難所でもある福祉会館のトイレをバリアフリー化や利便性向上を目的に、洋

式トイレの改修工事をＬＥＤ照明の交換とともに実施いたしました。また、会館運

営に支障がないよう、価格高騰により不足が生じた電気代の補助を行いました。 

続きまして、その下の１０目令和３年度住民税非課税世帯等に対する臨時特別給

付金給付関係費、事業名称も同様になります。こちら新型コロナウイルス感染症の

影響により、様々な困難に直面した方々が速やかに生活、暮らしの支援を受けられ

るよう、住民税非課税世帯等に対しまして、１世帯当たり１０万円を給付するもの

で、２３１世帯に給付をいたしました。 

続きまして、７１ページ、こちら１１目電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援

給付金関係費、事業名称も同様になります。こちらにつきましては、エネルギーや

食料品価格等の物価高騰の影響を受けた住民税非課税世帯等に対しまして、１世帯

当たり５万円を給付するもので、１，０８０世帯に給付しました。 
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○こども政策担当課長（田中美津子） 

次に、２項児童福祉費、１目児童福祉総務費になります。７２ページにお進みく

ださい。一番下の段、事業名は放課後児童対策事業費です。こちらは例年の放課後

児童クラブの運営委託により実施したものと加えまして、令和４年度は子どもの入

退室及び保護者との連絡機能を備えたシステムを全ての施設で導入いたしました。 

また、開成南小学校区学童保育所を整備し、送迎に必要な駐車場の整備など、施

設工事関係費や備品整備、運営に必要な設備の整備等を行いました。 

建設につきましては、令和３年度からの継続で、全工事費の４０％を令和４年度

に執行しております。 

次の７３ページを御覧ください。 

事業名、子育て支援事業、例年の子育て支援事業に加え、令和４年度は、駅前東

口のビル３階の駅前窓口コーナーの閉止により、隣接いたします、子育て支援セン

ターの拡張工事を行いました。また、併せまして遊具と備品の整備を行いました。 

以下、記載のとおりでございます。 

次のページ、７４ページ。２目児童措置費になります。７５ページにお進みくだ

さい。 

事業名は、子ども家庭総合支援拠点運営事業費になります。令和４年度新規事業

でございます。子どもとその家庭、妊産婦等対象として、実情の把握、相談対応、

調査、継続的支援を行うため、子ども家庭総合支援拠点を設置し、機能するための

人件費等を支出したものです。 

また、１８歳までの子どものいる家庭が抱える問題について、保育、保健、福祉、

医療、教育など庁舎内の各課が保有する子どもに関するデータを連携することで、

支援が必要な子どもや家庭のリスクを可視化し、支援家庭の早期発見、早期支援に

つなげることを目指す、こどもに関するデータ連携調査業務を行ったものでござい

ます。 

○参事兼子育て健康課長（小宮好徳） 

７７ページを御覧いただきたいと思います。衛生費に移ります。 

１項保健衛生費、１目保健衛生総務費、健康づくり推進事業費でございます。こ

ちらの事業としまして新たにノルディックウオーキング講座を基礎編、実践編とし

て、２回ずつ、計４回実施してございます。 

続きまして、７９ページを御覧いただきたいと思います。７９ページの伴走型相

談支援及び出産子育て応援給付金関係費でございます。 

この事業は令和５年２月から、妊娠期から出産子育てまで一貫した伴走型相談支

援と経済的支援を一体とした事業でございます。出産応援給付金として、妊婦１人

につき５万円を２１７人の方に、子育て応援給付金として、新生児１人につき５万

円を１２７人に支給してございます。 

続きまして、８０ページを御覧いただきたいと思います。８０ページの一番下に

なります。４つ目でございますけれども、一体的保健事業費でございます。 
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昨年９月に、フレイル予防事業をスタートさせまして、キックオフセミナーを開

催しました。その後はフレイルサポーター養成講座、フレイルチェックの測定会を

開催してございます。 

続きまして８１ページを御覧いただきたいと思います。８１ページの新型コロナ

ウイルスワクチン接種事業費でございます。こちらはワクチン接種の個別接種、集

団接種の実施のための人件費や事務経費等にございます。この経費につきましては、

歳入項目の衛生費国庫負担金、衛生費国庫補助金により１０分の１０で充当されて

ございます。 

○参事兼環境上下水道課長（井上 新） 

同じく８１ページ、３目環境衛生費、備考欄中段にありますごみ処理関係費にな

ります。燃えるごみ、燃えないごみ、粗大ごみなど、委託業者による収集運搬及び

処理を適正に行いました。ごみ焼却処分等を行う、足柄西部清掃組合の運営費負担

を行いました。 

○参事兼企画政策課長（田中栄之） 

続きまして８３ページに移ります。ちょうど真ん中辺りでございます。地球温暖

化対策推進事業費です。 

地域地球温暖化対策実行計画（区域施策編）の基礎となる再エネ導入戦略の策定

支援業務をいたしました。 

またゼロカーボンシティ創成制度の補助制度の各種補助金をこちらで計上してご

ざいます。補助実績は記載のとおりでございます。 

○参事兼環境上下水道課長（井上 新） 

８３から８４ページになります。３目環境衛生費、備考欄、資源化推進事業費、

資源ごみの収集及び再生資源化を実施をいたしました。こちらにつきましては、決

算付属資料におきまして、令和４年度開成町ごみ処理の状況として詳しく掲載して

おりますので、そちらも参考にしていただければと思います。 

以上です。 

○産業振興課長（熊澤勝己） 

続きまして、８６ページを御覧ください。 

５款農林水産業費、１項農業費、２目農業総務費の町の花あじさい維持管理事業

です。あじさいの里及び岡野あじさいの里の剪定、施肥等の維持管理を行うととも

に、３年ぶりにあじさい剪定ボランティアを実施し、あじさいの花摘みを行いまし

た。 

次に８９ページをお願いいたします。 

６款商工費、１項商工費、２目商工振興費、プレミアム付商品券事業です。令和

２年度に引き続き生活支援町内消費喚起による地域経済の循環を促すためプレミア

ム率５０％のあじさいちゃん商品券の販売等の事業を実施しております。 

○財務課長（高橋清一） 

次に資料は９０ページの一番上になります。 
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６款商工費、１項商工費、２目商工振興費、事業名、キャッシュレス決済ポイン

ト還元事業費。事業費は１，０３４万９，４３７円でございます。こちらは、新型

コロナウイルス感染症対策として、非接触型のキャッシュレス決済の活用を促すと

ともに、町内の中小店舗の消費喚起などを行うため、令和４年８月に、開成町お買

い物応援キャンペーンを実施いたしました。 

○産業振興課長（熊澤勝己） 

続きまして、その下のあしがり郷瀬戸屋敷運営事業費です。指定管理者によりま

すあしがり郷瀬戸屋敷の運営や、３年目となります、かやぶき屋根の補修工事を行

うとともに、交流拠点の冷蔵冷凍庫、ソフトクリームサーバー等の補修工事を実施

いたしました。 

○街づくり推進課長（柏木克紀） 

続きまして、９３ページを御覧ください。９３ページ、７款土木費、２項道路橋

りょう費、２目道路新設改良費、事業名、町道改良事業費でございます。こちらに

つきましては、安心・安全な道路ネットワーク、生活環境の形成、交通の円滑化を

図るために、町道２０４号線、町道２３５号線の２路線につきまして事業を推進し

たものでございます。町道２０４号線では、道路拡幅に御協力いただきました方の

補償調査を実施し、そして用地買収を進めたところでございます。  

町道２３５号線においても、道路拡幅に御協力いただいた方の用地買収を進める

とともに、延長６７メートルの道路改良工事を実施したものでございます。 

その下、一段下がりまして、３目橋りょう整備費、事業名、橋りょう維持管理事

業費でございます。 

こちらは松田町とを結ぶ十文字橋の補修工事のほか、町内の２つの橋の補修工事

を実施するとともに、町内の橋りょうの定期点検、１８橋を実施したものでござい

ます。 

なお、工事等につきまして、実施場所については、付属資料、主要箇所図に記載

してございますので、後ほど御覧ください。 

○防災安全課長（小玉直樹） 

資料少し飛びます。資料は１０１ページ、１０１ページをお願いいたします。 

８款１項消防費、５目災害対策費、事業名、災害対策推進事業費になります。上

から２段目になります。こちらにつきましては、災害時に必要な防災備蓄食や資機

材等を整備したほか、日頃から防災に関する準備や知識を深めていただくため、町

民向け防災ガイドを作成したものでございます。 

○参事兼学校教育課長（岩本浩二） 

続きまして、１０４ページをお願いいたします。１０４ページ一番下から１０５

ページのうち一番上にかかります。 

９款教育費、１項教育総務費、２目事務局費、外国語教育国際理解教育推進事業

費でございます。 

こちらは開成幼稚園、開成小学校、文命中学校に、会計年度任用職員、また開成
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南小学校に外国人講師派遣業務によりＡＬＴを派遣・配置いたしました。また、令

和４年度から県内初となる中学校生徒の英語の学習到達度を把握し、その結果を授

業づくりに生かすなどを目的といたしまして、中学２年生、３年生を対象に、ＧＴ

ＥＣを導入いたしました。 

次に１０５ページの一番下になります。公務用パソコン管理費でございます。 

幼稚園・学校が保有いたします、教員用のパソコン計１２５台を管理するととも

に、校務支援システムの保守、情報セキュリティポリシーの運用と支援業務員を派

遣いたしました。 

また、ＧＩＧＡスクール構想を効果的に推進するため、事業でのＩＣＴ活用等を

支援する、カリキュラムコーディネーターの派遣、特別支援学級用の電子黒板を購

入いたしました。 

次に１０７ページをお願いいたします。上から３つ目、新型コロナウイルス感染

症緊急対策事業費でございます。 

感染症拡大防止のため、園、学校で必要なマスク、アルコール等の消耗品、また

ＣＯ２モニター付空気清浄機等の備品を購入するとともに、園、学校のトイレの蛇

口を自動水栓化いたしました。 

その下になります。２項開成小学校費、１目学校管理費、学校管理運営関係費で

ございます。 

小学校の運営に必要な教材等の購入などを行うとともに、低学年棟２階ベランダ

の手摺塗装工事、また北門の扉交換工事等を実施いたしました。 

１１３ページをお願いいたします。一番上になります。３項開成南小学校費、２

目教育振興費、教科外運営関係費でございます。 

クラブ活動の消耗品や図書室用図書等の購入を行うとともに、収納スペースの不

足を解消するため、各教室及び学年ごとの廊下スペースに児童用ロッカーを購入、

設置いたしました。 

続いて１１５ページをお願いいたします。上から３つ目になります。４項中学校

費、１目学校管理費、施設整備事業費でございます。 

令和３年度に引き続き、文命中学校大規模改修工事を実施いたしました。各教室

や廊下等の床、壁、天井の改修や、ＬＥＤ照明器具の設置、トイレの洋式化等を行

ってございます。 

次に１１８ページ、一番下から１１９ページにかかります幼稚園費、１目幼稚園

管理費、幼稚園管理運営関係費でございます。 

こちらも園の運営に必要な消耗品等の購入を行いますとともに、園舎１階の非常

口拡張工事、また滑り台遊具の更新工事を行ってございます。 

○生涯学習課長（高橋靖恵） 

続きまして、１２６ページを御確認ください。１２６ページになります。一番上

の事業です。 

開成水辺スポーツ公園管理運営事業費２，１３４万７，８８０円です。こちらは
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開成水辺スポーツ公園の維持管理のための経費となっております。  

前年度比４２７万５，０００円の増となっています。増の主な要因としては、３

つの新規の工事費によるものです。 

１つ目は、管理センターのトイレ改修工事費。２つ目は、浸水水路浚渫工事費、

３つ目は、パークゴルフ場コース看板設置工事費となっております。 

○財務課長（高橋清一） 

続いて、その下になります。１０款公債費、１項公債費、１目元金、事業名、町

債元金償還金、備考欄で元金償還金４億６，７８０万６，００７円でございます。

こちらは町債に対する元金返済分で、令和４年度末の残高については７０億６，９

０４万８，０００円となります。 

次にその下、２目利子、事業名、町債償還利子、備考欄、償還利子３，１６９万

６，３９６円でございます。町債に対する利子分の返済です。 

歳出の説明は以上となります。 

続いて、資料１２８ページ、１２８ページを御覧ください。実質収支に関する調

書です。 

１、歳入総額７６億９３８万７，６１０円。 

２、歳出総額７１億２，３８４万７，０４１円。 

３、歳入歳出差引額４億８，５５４万５６９円。 

４、翌年度へ繰り越すべき財源、（２）繰越明許費繰越額２，０１０万円。 

５、実質収支額４億６，５４４万５６９円でございます。 

次に、財産に関する調書の説明に移りたいと思います。恐縮ですが、データにつ

いては、別のデータになります。０３、決算認定第１号から第８号共通、令和４年

度開成町歳入歳出決算書、②財産に関する調書を御覧ください。 

こちらの財産に関する調書については、決算年度中令和４年度に増減があったも

のについて御説明申し上げます。では資料の２ページを御覧ください。 

１、公有財産、（１）土地及び建物です。 

まず、表の左側、土地になります。区分は本庁舎です。９４．７１平方メートル

の減、決算年度末現在高は、８，１５２．６３平方メートルです。こちらは、庁舎

建設に伴う周辺道路の改良工事により、庁舎敷地の減があったものでございます。 

次に、区分は、公共用財産のその他になります。６７．６１平方メートルの増で

ございます。決算年度末現在高は、４万９，１１６．０１平方メートルです。こち

らは３つの要因がございます。 

１つ目としまして、牛島自治会館用地で、前面の道路改良工事に伴い、敷地内の

所有者不明地を不在者財産管理制度により所有権を取得したことによる面積の増。 

２つ目、下延沢自治会館用地について、地籍調査事業の結果が登記に反映された

ことによる面積の更正。 

３つ目に、開発行為によるごみ置場の寄附による面積の増でございます。 

続いて、建物になります。区分は、公共用財産のその他でございます。木造で、
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３８８．０４平方メートルの増です。 

決算年度末現在高は、１，９４１．２６平方メートルです。こちらは、開成南小

学校区学童保育所の新設による増でございます。 

同じく区分は、公共用財産のその他の施設です。非木造で、１，３５４．６平方

メートルの増でございます。 

決算年度末現在高は、１万１，２６７．３８平方メートルです。こちらは福祉会

館の床面積で誤りがあり、訂正をさせていただきます。こちらの部分での面積とい

うのは、延べ床面積で捉えておりますが、福祉会館においては、建築面積であるこ

とを確認いたしましたので、申し訳ございませんが訂正をさせていただきます。 

続いて、（２）有価証券及び（３）出資による権利について、こちらは増減がご

ざいませんでした。 

次に、３ページから７ページの物品については、記載のとおりでございます。す

みませんが、説明は省略をさせていただきたいと思います。 

続きまして、資料は８ページ、８ページをお願いいたします。 

上の表、３、債権でございます。名称、育英奨学金貸付金です。令和４年度にお

ける前年度末、令和３年度末の現在高は２３０万９，０００円であり、決算年度中、

令和４年度に４１万２，０００円の返済がございましたので、決算年度末現在高は、

１８９万７，０００円でございます。 

続きまして、その下、４、基金でございます。金額については、１，０００円単

位で四捨五入により記載しておりますので、決算書の歳出額と１，０００円単位で

不整合となる場合がございますので、御了承いただきたいと思います。 

（１）減債基金でございます。こちらは変動ございません。 

（２）財政調整基金２億円の取崩しと利子６万５，０００円の積立てにより、１

億９，９９３万５，０００円の減であり、決算年度末現在高は、９億７，９９５万

３，０００円です。 

（３）育英奨学金貸付基金です。返済の４１万２，０００円を積立て、決算年度

末現在高は、２，３７３万１，０００円です。 

（４）学校校舎等整備基金です。１，５００万円の取崩しを行い、決算年度末現

在高は１億２８８万７，０００円です。 

（５）社会福祉基金、（６）商工振興事業基金については変動ございません。 

（７）教育振興基金です。寄附金３万円を積立て、決算年度末現在高は、１２８

万円です。 

（８）あしがり郷瀬戸屋敷基金です。１５０万円を取崩し、その後、寄附金２１

万４，０００円を積立て、決算年度末現在高は、２５２万９，０００円です。 

（９）開成の夢を育てるあじさい基金です。寄附金１０万７，０００円を積立て、

決算年度末現在高は、２４２万６，０００円です。 

（１０）公共施設整備基金です。１億円を積立て、決算年度末現在高は、６億９，

０００万円です。 
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（１１）開成駅前第２公園「ロンちゃん」基金です。こちらは変動ございません。 

（１２）森林環境譲与税基金です。譲与税の４３７万４，０００円を積立て、決

算年度末現在高は、４３７万４，０００円です。 

（１３）みなみ地区植栽維持管理事業基金です。９５万円を取崩して、決算年度

末現在高は２９５万円です。 

（１４）まち・ひと・しごと創生基金です。寄附金など、１００万１，０００円

を積立て、決算年度末現在高は、１００万１，０００円です。 

（１５）国民健康保険財政調整基金。（１６）国民健康保険高額医療費貸付基金

については変動ございません。 

（１７）介護保険財政調整基金です。１，０００万円を積立て、決算年度末現在

高は３億５８４万７，０００円です。 

（１８）高額介護サービス費貸付基金です。こちらは変動ございません。 

基金の関係については以上となります。 

令和４年度一般会計歳入歳出決算書の説明については以上となります。御審議の

ほどよろしくお願いします。 

○議長（山本研一） 

以上で、認定第１号 決算認定について（一般会計）の細部説明を終了します。 

暫時休憩といたします。 

再開を１０時２５分といたします。 

午前１０時１１分 

○議長（山本研一） 

再開します。 

午前１０時２５分 

○議長（山本研一） 

日程第２ 認定第２号 決算認定について（国民健康保険特別会計）の細部説明

を担当課長に求めます。 

総合窓口課長。 

○総合窓口課長（土井直美） 

それでは、認定第２号 決算認定について、令和４年度開成町国民健康保険特別

会計歳入歳出決算について説明いたします。 

ファイル名は、０５、認定第２号 決算認定について（国民健康保険特別会計）

をお開きください。 

それでは、決算書２ページからお開きください。国民健康保険特別会計歳入歳出

決算総額、歳入、歳入予算現額１６億５，２０２万９，０００円、歳入決算額１６

億３，０９１万４，９８９円、歳出、歳出予算現額１６億５，２０２万９，０００

円、歳出決算額１５億４，８２７万１，２８３円、歳入歳出差引額８，２６４万３，

７０６円、うち基金繰入額０円。 

令和５年９月５日提出、神奈川県足柄上郡開成町長、山神裕。 
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次の３ページをお開きください。令和４年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算

書、歳入、１款の国民健康保険税から７款の諸収入まで、歳入合計、予算現額１６

億５，２０２万９，０００円、調定額１７億１，２９４万１４９円、収入済額１６

億３，０９１万４，９８９円、不納欠損額６２１万３，８４１円、収入未済額７，

５８１万１，３１９円。 

続いて、次ページ、歳出、１款の総務費から８款予備費まで、歳出合計予算現額

１６億５，２０２万９，０００円、支出済額１５億４，８２７万１，２８３円、翌

年度繰越額０円、不用額１億３７５万７，７１７円、歳入歳出差引残額は８，２６

４万３，７０６円です。 

それでは、まず、付属資料で詳細を説明いたしますので、ファイル名０３、認定

第１号から８号共通、令和４年度開成町歳入歳出決算書、③付属資料修正版及び９

月定例会提出議案正誤表をお開きください。 

付属資料のとおり誤りがあり、正誤表をお出しすることになり、お手数おかけし

て申し訳ございませんでした。 

それではまず初めに、国民健康保険の全体的な状況を簡単に説明いたします。  

国民健康保険の被保険者数、世帯数ともに減少傾向が続いています。これは全国

的な傾向でもあり、少子高齢化と社会保険適用拡大などの影響によるものです。 

給付費に関しましては、令和２年度は、新型コロナ感染拡大による受診控えの影

響により、給付費が減少、令和３年度は、元年度を上回る状況となりましたが、４

年度は少し落ち着きを取り戻し、被保険者数の減少を受け、給付費も減少していま

す。よって、歳入合計で３，０００万、歳出合計では３，７００万円ほど、昨年度

決算額と比べマイナスとなっています。 

これは、歳入構成比で約７割を占める県補助金が減少したためで、医療費、歳出

で言うと、保険給付費に対する交付金になります。給付費が減となったため、交付

金も減となっています。 

給付費全体としては減少傾向ですが、１人当たりの療養費が増加しているため、

高額療養費が伸びております。 

それでは、付属資料２５ページをお開きください。２５ページ、歳入から説明い

たします。 

歳入科目１国民健康保険税、国民健康保険税の税率については、制度改正部分を

除き、前年度から変更はございませんでした。３４６万８，０００円の増となって

おります。 

２、使用料及び手数料、督促手数料徴収分になります。 

次に、国庫支出金、昨年度新設された補助金で、国保税を減免した減収に対する

補てんとなります。これは０円となりました。 

４、県支出金、保険給付費等に対する交付金です。主に保険給付費に対する交付

金です。歳出の保険給付費減に伴い、交付金も減となっております。 

６、繰入金、職員給与や出産育児一時金町負担分など、一般会計から繰入れして
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います。昨年度から２０２万４，０００円の減となっています。繰入金のうち、基

盤安定繰入金が減となったのが主な要因です。 

８、諸収入、第三者行為や資格取得取消しに伴う医療費返還金などです。マイナ

ス要因としては、令和３年度に大口の返還金があったため、４年度が減となりまし

た。 

次に、右側の歳出、１、総務費、一般事務費として、会計年度任用職員報酬や、

医療給付費事務の共同電算処理委託料などを支出しました。 

２、保険給付費、被保険者の減少により、前年度３．８％の減となっています。

給付費全体は減少しているものの、高額療養費は増加しています。国保歳出構成比

のうち７割をこの保険給付費が占めています。 

３、国民健康保険事業費納付金、前年度から１，８２４万３，０００円増となっ

ています。こちらは市町村から徴収した納付金を県が特別会計として運営し、県内

市町村の国民健康保険給付費等交付金に充てられるものです。 

続きまして、５、保健事業費、こちらの事業費は、４０歳から７４歳の被保険者

に対して、特定健康診査や特定保健指導をする経費、医療費通知などの医療費適正

化事業に関する経費などです。 

７、諸支出金、４年度は基金積立しなかったため、昨年度より減となっておりま

す。 

続きまして、次ページ、２６ページをお開きください。左上の保険税の状況につ

きましては、記載のとおりとなっております。 

右側の医療給付の状況を御覧ください。医療給付の状況です。療養の給付、療養

費、その他の給付費等について、件数、費用額を記載しております。療養の給付及

び療養費ともに前年度からマイナスとなっております。 

その他の給付の状況といたしまして、高額療養費が前年度から３０９件、額にし

て４５７万６，０００円増加しています。 

左下、経理関係諸比率を御覧ください。令和４年度平均世帯数、平均被保険者数

ともに昨年度より減少しております。これらは国民健康保険から社会保険への加入

者数が例年並みに戻ったのと、７５歳到達により後期高齢者医療保険へ移行する方

が多かったことなどが主な要因と考えられます。 

その下の一世帯当たり保険税現年度課税分調定額及び被保険者１人当たり保険税

現年課税分、調定額ともに、昨年度より増加しております。 

被保険者１人当たり療養費費用額は５０万７，９５６円。令和３年度１人当たり

費用と比べ約８万３，０００円の増となっております。医療の高度化と国民健康保

険は６５歳以上の方の加入割合が高いこともあり、１人当たりの費用額も高額とな

る傾向にございます。 

次ページ、２７ページの決算の状況は、記載のとおりでございます。 

それでは、恐れ入りますが、決算書にお戻りください。付属資料で説明いたしま

したので、決算書は何点か抜粋して説明いたします。決算書６ページ、歳入、１款
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国民健康保険税、節ごとの収納率が説明欄に記載されております。現年度分全体の

収納率は９６．７４％、平成２８年度以降で最も高い収納率となりました。対して、

過年度分全体の収納率は１４．４７％、こちらは０．５ポイント減となりました。 

決算書７ページ、中段下、３款県支出金、２項県補助金、保険給付費に交付され

る普通交付分と特定健診事業費や国民健康保険事業納付金など市町村の個別事情に

応じて交付される特別交付金があります。 

８ページ、５款繰入金、保険税軽減分や職員給与費分など、一般会計から繰り入

れしております。 

繰入金のうち、６節未就学児均等割保険料負担金は、令和４年度に新設されたも

ので、２７世帯が軽減対象世帯でした。 

続きまして、９ページ、７款諸収入、４項雑入、１目一般被保険者第三者納付金、

収入済額４９万７７円、こちらは第三者行為、いわゆる交通事故等により受診した

医療費が返還されたものです。件数は３件でございます。 

続きまして、歳出になります。歳出、１２ページの給付費の事業概要欄の数値に

何点か訂正がございましたので、正誤表の訂正後の数値を御参照ください。申し訳

ございません。 

それでは、歳出から説明いたします。１２ページ、２款保険給付費、一般被保険

者療養給付費、受診件数５万５，００７件は、昨年度より７８８件の減となってお

ります。 

１３ページ、３目一般被保険者療養費、こちらの事業概要欄、受診件数７８３件

は、前年度より１０３件の減。同じく１３ページ、高額療養費、事業概要欄の２，

４２６件が３０３件増加しております。 

少し飛びまして、１６ページをお開きください。１６ページ中段、５款保健事業

費、１項特定健康診査等事業費こちらの説明欄にございますように、健診受診率は

昨年度と比べ５．５％増の４１．１％、コロナ前の令和元年度の受診率４０％を超

える受診率となりました。 

１７ページ、２項保健事業費、１目保健普及費、人間ドック助成費は１人当たり

２万円、１４０人に助成しました。こちらは令和３年度とほぼ同数となっておりま

す。 

続きまして１８ページ、７款諸支出金、１項償還金及び還付加算金、１目被保険

者保険税還付金、こちらは一般被保険者過年度保険税還付金でございます。決算額

２５７万２，１００円、遡及して、資格喪失した方などへの保険税還付金になりま

す。 

最後に、２０ページ、実質収支に関する調書をお開きください。実質収支に関す

る調書、歳入総額１６億３，０９１万４，９８９円、２、歳出総額１５億４，８２

７万１，２８３円。 

３、歳入歳出差引額８，２６４万３，７０６円。 

４、翌年度へ繰り越すべき財源は０円です。 



－１８０－ 

５、実質収支額が８，２６４万３，７０６円となります。 

説明は以上となります。 

○議長（山本研一） 

以上で、認定第２号決算認定について（国民健康保険特別会計）の細部説明を終

了します。 

日程第３ 認定第３号 決算認定について（介護保険事業特別会計）の細部説明

を担当課長に求めます。 

福祉介護課長。 

○福祉介護課長（奥津亮一） 

それでは、認定第３号 開成町介護保険事業特別会計につきまして御説明させて

いただきます。資料につきましては、０６、認定第３号、決算認定について（介護

保険事業特別会計）並びにファイル番号０３、認定第１号から第８号共通、令和４

年度開成町歳入歳出決算書③付属資料こちら２８、２９ページになりますが、そち

らを御用意ください。 

まず初めに、０６、認定第３号 決算認定についての２ページをお開きください。 

介護保険事業特別会計歳入歳出決算総額歳入、歳入予算現額１３億２，１７５万

７，０００円、歳入決算額１３億３，２０７万４，５２１円。 

歳出、歳出予算現額１３億２，１７５万７，０００円、歳出決算額１２億８，７

７７万８，０８６円。 

歳入歳出差引額４，４２９万６，４３５円うち基金繰入額０円。 

令和５年９月５日提出、神奈川県足柄上郡開成町長、山神裕。 

次の３ページをお開きください。令和４年度歳入歳出決算書になります。 

まず歳入でございます。１款の保険料から９款の諸収入まで、歳入合計予算現額

１３億２，１７５万７，０００円。調定額１３億３，６０１万９，８４１円、収入

済額１３億３，２０７万４，５２１円。不納欠損額７１万８，３３０円。収入未済

額３２２万６，９９０円。 

続いて４ページを御覧ください。歳出でございます。１款の総務費から７款の予

備費まで、歳出合計、予算現額１３億２，１７５万７，０００円。 

支出済額１２億８，７７７万８，０８６円。翌年度繰越額０円、不用額３，３９

７万８，９１４円。歳入歳出差引残額につきましては、４，４２９万６，４３５円

でございます。 

それでは、介護保険事業特別会計の決算の状況を御説明させていただきますので、

ファイル０３、認定第１号から第８号共通の付属資料の２８ページ、２９ページを

御覧ください。 

まず、２８ページになります。歳入決算額ですが、１、保険料から９、諸収入ま

で、合計１３億３，２０７万５，０００円です。令和３年度は１３億７１万円です

ので、３，１３６万５，０００円、２．４％の増となってございます。 

次、歳出です。１、総務費から７、予備費まで決算額は合計で、１２億８，７７
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７万８，０００円、令和３年度は１２億３，９３０万１，０００円ですので、４，

８４７万７，０００円、３．９％の増となってございます。 

歳入に戻りまして、１の保険料についてです。こちらは被保険者数の増により、

前年度比８６４万２，０００円、２．８％の増加となりました。 

３の国庫支出金から５の県支出金につきましては、歳出側の保険給付費及び地域

支援事業費との見合いとなります。 

歳入の構成比については、前年度に比べ大きな変動はございません。 

続いて歳出へ移ります。２の保険給付費の決算額は１１億７，３４８万８，００

０円で、構成比は９１．１％です。前年度より５，０９４万９，０００円、４．５％

の増加となりました。こちら増の要因としましては、被保険者の増加に伴い、要介

護認定者並びに介護サービス利用者が増加したことによるものと考えてございます。 

続きまして、保険料の状況でございます。今年３月末の第１段階から第１３段階

までの所得段階別被保険者数は合計で４，６５４人でございます。右側②の徴収方

法別収納状況の現年分、特別徴収につきましては、還付未済を含んでおりますので、

収納額が調定額を上回っておりますが、収納率は１００％となってございます。 

次の普通徴収につきまして、収納率は９７．２％となってございます。滞納繰越

分につきましては４．６％となります。これらを合わせた合計としまして、現年分

と滞納繰越を合わせますと９８．８％の徴収率となります。 

現年分につきましては、納め忘れ通知などにより、前年度を上回りましたが、滞

納繰越分については、新型コロナの影響で臨戸訪問ができなかったこともあり、収

納率は前年と比較して下がってしまいましたが、窓口における折衝や関係課との連

携は継続をし、徴収に努めております。 

１ページおめくりいただいて、２９ページを御覧ください。一番上の要介護支援

認定者数です。 

今年３月末の第１号被保険者数が７６４人です。第２号被保険者数が２９人で、

合計としましては７９３人の認定の方がいらっしゃいます。 

昨年は７７５名でしたので、１８人の増となってございます。 

続いてその下のサービス利用状況です。 

①  の施設サービスの実績は、今年３月末時点で、特別養護老人ホームが５０人、

老人保健施設が４７人、介護療養型医療施設が０人、指定介護医療院が３人

で合計１００人となっております。昨年度の合計は８６人で、前年度と前年

度対比の内訳としましては、特別養護老人ホームが８人、老人保健施設が３

人、介護医療院が３人のそれぞれ増となっております。介護療養型医療施設

の利用はありませんでした。 

続きまして、②の居宅介護サービスです。延べ受給者数につきましては、一番右

の欄にございますように、６，０６０人で、前年度より２４２人の増となっており

ます。 

その下の③地域密着型サービスですが、介護度別の人数は資料記載のとおりとな



－１８２－ 

ってございます。延べ受給者数につきましては、１，９２０人、前年度より１３９

人の増となっております。 

続きまして右側の④サービス種類別年間利用件数でございます。介護サービスと

介護予防サービスを合わせた件数で表記をしております。要介護認定者の増に伴い、

利用件数も増加傾向となってございます。 

では続きまして、歳入歳出決算の事項別の説明をさせていただきます。恐れ入り

ますが、再度ファイル０６、認定第３号、決算認定について、こちらの６ページを

お開きください。６ページから１０ページが歳入の事項別明細書、１１ページから

２２ページが歳出の事項別明細書となります。こちらについては特徴的な項目につ

いて御説明させていただきます。 

歳入でございますが、６ページ、一番上の１款保険料、１項介護保険料、１目第

１号被保険者保険料のうち、２節滞納繰越分については、転出や死亡などの理由に

よりまして１１名分７１万８，３３０円を不納欠損処理させていただきました。 

続きまして、次のページの３款国庫支出金、２項国庫補助金、４目保険者機能強

化推進交付金になります。地域包括ケアシステムの深化・推進に取り組むため、市

町村は、高齢者の自立支援重度化防止等の取組を推進することとされており、市町

村の取組に対する達成指標に応じて、国の予算の範囲内で配分され、当町におきま

しては、地域包括支援センター運営事業費に充当してございます。 

その次の５目介護保険事業補助金の介護報酬等改定に伴うシステム改修事業費補

助金でございます。令和４年１０月の報酬改定並びに特定個人情報データ標準レイ

アウト改版に伴う所要のシステム改修費用に対する補助金で、補助率はそれぞれ２

分の１と３分の２となってございます。 

その次の６目介護保険保険者努力支援交付金でございます。こちらは令和２年度

からの交付金で、市町村が行う介護予防健康づくり事業に対する交付金で、当町に

おいては、一般介護予防事業費や包括的支援事業費に充当しております。 

続いて歳出になります。１１ページを御覧ください。 

１款総務費、１項総務管理費、１目一般管理費、説明欄、一般事務費にございま

す、集団指導講習会共同開催負担金です。こちらは昨年度に引き続き、介護保険制

度の周知や介護報酬請求に係る過誤や不正の防止を目的として、足柄上地区１市５

町共催で実施した集団指導講習会の当町負担分になります。対象については、足柄

上地区に事業所がある居宅介護支援事業所及び地域密着型通所介護事業所で、オン

ライン形式で開催し、６１事業所が参加しました。 

次のページを御覧ください。２項介護認定審査会費、２目認定調査費、説明欄、

認定調査関係費になります。 

昨年度も新型コロナウイルス感染症の影響によって、施設が面会禁止となり調査

ができない。または本人等の申出により、認定期間を１２か月延長合算できる特例

制度の活用もございましたが、新規申請及び区分変更申請の増加により、訪問調査

並びに主治医意見書作成の件数はいずれも４０件程度増加しました。 
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次のページを御覧ください。２款保険給付費になります。前年度と比較すると、

科目によっての増減はございましたが、保険給付費全体では、認定者の増に比例し

てサービス利用者の増となり、前年度より５，１００万円ほどの増加となりました。 

続いて少し飛んで１８ページを御覧ください。中段の３款地域支援事業費、１項

介護予防日常生活支援総合事業費、１目介護予防生活支援サービス事業費、説明欄、

介護予防生活支援サービス事業費になります。こちらは要支援認定者及び事業対象

者の通所介護及び訪問介護サービス利用に係る費用となっており、要支援認定者等

の対象者の増加に伴い、前年度と比較し、２００万円ほどの増加となりました。 

続きまして２目一般介護予防事業費、説明欄、一般介護予防費になります。 

こちらは次のページを御覧ください。１９ページになります。１９ページを御覧

ください。 

前年に引き続き、新型コロナウイルス感染症の影響がございましたが、感染症対

策を講じながら事業を実施しました。 

介護予防把握事業においては、感染予防対策に配慮して、７０歳、７５歳の方を

対象にアンケートを実施し、早期に介護予防の取組が必要な方に対しまして、ケア

マネジメントを実施したところです。 

介護予防普及啓発事業については、地区巡回型の介護予防教室として、フレイル

チェック測定会を実施したところ、延べ１５０名の参加があり、健康や生活に関す

る維持向上について学んでいただきました。 

続きまして２０ページを御覧ください。２項包括的支援任意事業費、２目包括的

支援事業費になります。この中の認知症総合支援事業としては、まず認知症サポー

ター養成講座を一般町民向けに開催し、新たに１２名の方を養成することができま

した。 

また、認知症ステップアップ講座では、３２名が参加し、認知症の方への接し方

を学びました。 

そのほかにも、行方不明時の初動対応や、声掛けの実践練習を行う声かけ訓練を

実施し、１４名の参加がございました。 

では最後、２３ページをお開きください。実質収支に関する調書です。 

１、歳入総額１３億３，２０７万４，５２１円。 

２、歳出総額１２億８，７７７万８，０８６円。 

３、歳入歳出差引額４，４２９万６，４３５円。 

４、翌年度へ繰り越すべき財源はございません。 

５、実質収支額４，４２９万６，４３５円。 

６、実質収支額のうち、地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額はご

ざいません。 

御説明は以上となります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（山本研一） 

以上で、認定第３号 決算認定について（介護保険事業特別会計）の細部説明を
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終了します。 

日程第４ 認定第４号 決算認定について（給食事業特別事業特別会計）の細部

説明を担当課長に求めます。 

参事兼学校教育課長。 

○参事兼学校教育課長（岩本浩二） 

それでは、認定第４号 決算認定について（給食事業特別会計）を御説明させて

いただきます。ファイルは０７、認定第４号、決算認定について（給食特別会計）

をお開きください。２ページをお願いいたします。 

給食事業特別会計歳入歳出決算総額、歳入、歳入予算現額１億９８４万４，００

０円。歳入決算額１億７８８万８，４８０円。 

歳出、歳出予算現額１億９８４万４，０００円、歳出決算額１億６５４万４，８

６０円、歳入歳出差引額１３４万３，６２０円、うち基金繰入額０円。 

令和５年９月５日提出、神奈川県足柄上郡開成町長、山神裕。 

３ページをお願いいたします。令和４年度歳入歳出決算書になります。 

歳入は１款諸収入、２款繰入金、３款繰越金の構成となります。 

歳入合計は予算現額１億９８４万４，０００円、調定額１億８００万１２０円、

収入済額１億７８８万８，４８０円、不納欠損額０円、歳入未済額１１万１，６４

０円となります。 

４ページをお願いいたします。歳出につきましては、１款給食事業費、２款予備

費の構成となります。 

歳出合計は予算現額１億９８４万４，０００円、支出済額１億６５４万４，８６

０円、翌年度繰越額０円、不用額３２９万９，１４０円、歳入歳出差引残額は１３

４万３，６２０円となります。 

６ページをお願いいたします。歳入歳出決算事項別明細書におきまして、内容を

御説明いたします。 

歳入です。１款諸収入のうち、１項給食納付金、１目給食納付金、１節現年度分

につきましては、各園・学校の園児・児童・生徒、教職員、非常勤職員等の収納を

行ってございます。 

なお、収入未済額１１万１，６４０円のうち、現年度分９万２，８６０円につき

ましては、５世帯１０人分、滞納繰越分１万８，７８０円につきましては、１世帯

２人分が未納となってございます。全体の徴収率は９９．８８％となります。 

なお、現時点の滞納状況につきましては、現年度分と滞納繰越分、計６万７，１

８０円分につきまして、未納世帯が町外へ転出したことなどの事情によりまして、

未徴収の状態となってございます。 

続いて、２項雑入につきましては、廃食油の売却代５万１，４８０円。 

続きまして、２款繰入金、一般会計繰入金９４５万２，８２４円につきましては、

幼児教育及び保育の無償化に伴う副食費減免対象者４５名への減免分に対する補て

ん。また、食材料費高騰対策として補てんをいただきました、８２１万１，９０４



－１８５－ 

円の合計額となってございます。 

７ページをお願いいたします。歳出です。 

１款給食事業費、１項給食材料費、１目一般管理費は、出納の口座処理において

発生するＷＥＢ－ＦＢサービスの利用料となってございます。 

２目給食材料費は、各園・学校ともに園児・児童・生徒・教職員等の給食材料費

１億６５３万１，６６０円となります。 

２款予備費の支出はございません。 

８ページをお願いいたします。実質収支に関する調書になります。 

１、歳入総額１億７８８万８，４８０円。 

２、歳出総額１億６５４万４，８６０円。 

３、歳出歳入歳出差引額１３４万３，６２０円。 

４、翌年度へ繰り越すべき財源につきましては、１から３いずれもございません。 

５、実質収支額１３４万３，６２０円。 

６、実質収支額のうち地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額はござ

いません。 

なお、令和４年度決算付属資料３０ページに、前年度との比較、給食納付金額、

実施回数、園児・児童・生徒数等を記載しておりますので、お目通しをいただけれ

ばと思います。 

説明は以上となります。よろしくお願いいたします。 

○議長（山本研一） 

以上で、認定第４号 決算認定について（給食事業特別会計）の詳細説明を終了

します。 

日程第５ 認定第５号 決算認定について（後期高齢者医療事業特別会計）の細

部説明を担当課長に求めます。 

総合窓口課長。 

○総合窓口課長（土井直美） 

それでは、認定第５号 決算認定について、令和４年度開成町後期高齢者医療事

業特別会計歳入歳出決算の説明をいたします。 

ファイル名０８、認定第５号、決算認定について（後期高齢者医療事業特別会計）

並びに、ファイル名０３、認定第１号から８号共通、令和４年度開成町歳入歳出決

算書③付属資料をお開きください。 

それでは、まず、決算書の２ページをお開きください。 

後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算総額、歳入、歳入予算現額２億６，１

７０万３，０００円、歳入決算額２億６，０４０万３，８５３円。 

歳出、歳出予算現額２億６，１７０万３，０００円。歳出決算額２億５，３３０

万６，９５９円、歳入歳出差引額７０９万６，８９４円、うち基金繰入額０円。 

令和５年９月５日提出、神奈川県足柄上郡開成町長、山神裕。 

次の３ページをお開きください。 
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歳入、令和４年度後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算書。歳入、１款後期

高齢者医療保険料から５款諸収入まで、歳入合計、予算現額２億６，１７０万３，

０００円、調定額２億６，０６１万３，７３３円、収入済額２億６，０４０万３，

８５３円、不納欠損額１万３，４００円、収入未済額１９万６，４８０円。 

続いて４ページ、歳出、１款の総務費から４款の予備費まで歳出合計、予算現額

２億６，１７０万３，０００円、支出済額２億５，３３０万６，９５９円、翌年度

繰越額０円、不用額８３９万６，０４１円、歳入歳出差引残額は、７０９万６，８

９４円です。 

では、詳細を説明いたしますので、恐れ入りますが、付属資料をお開きください。

ファイル名０３、認定第１号から８号共通、歳入歳出決算書、③付属資料修正版に

なります。付属資料のほう、３１ページになります。３１ページ下段の表の被保険

者の推移から説明いたします。 

令和４年度の被保険者数は２，５５６人で、前年度から１２７人の増、率にして

５．２３％の増です。高齢者の増に伴い増加しております。 

上の歳入と歳出表を御覧ください。 

後期高齢者医療特別会計では、歳入構成比の１の後期高齢者医療保険料が８７．

７％を占め、歳出では、２の後期高齢者医療広域連合納付金が９９．１％を占める

構成となっております。 

歳入で、保険料として収納したものを、歳出の納付金として、広域連合へ納める

仕組みとなっております。 

歳入のうち１の保険料は、前年度と比較して、１，０５６万４，０００円の増と

なっております。被保険者の伸びとともに、収納額も伸びております。 

３、繰入金、こちらは低所得者保険料軽減分や徴収等に係る事務費等を県負担金

と合わせ、一般会計から繰り入れているものです。６６万円の増となっております。 

４、繰越金。前年度から１，００９万７，０００円減となっております。これは

令和３年度決算において、実質収支が６０万４，４５４円と少額だったことが要因

となっております。 

５、諸収入、広域連合からの保険料還付金財源措置によるもので、死亡等による

過年度保険料の還付金相当分になります。 

歳出を御覧ください。１、総務費、決算額１８８万７，０００円、こちらは前年

度とほぼ同額です。 

２の後期高齢者医療広域連合納付金、２億５，０９１万９，０００円、前年度か

ら６１８万５，０００円の増となっております。 

では、決算書にお戻りください。決算書６ページをお開きください。 

決算書の６ページ、歳入、１款後期高齢者医療保険料、説明欄、現年度分特別徴

収保険料収納率１００．３％、こちら１００％を超えているのは、還付未済金があ

るためとなっております。 

その下、現年度分普通徴収保険料、収納率９９．７％、過年度分普通徴収保険料、
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滞納繰越分の収納率が３９．６％、歳入のうち、不納欠損を１万３，４００円で、

１名分を欠損いたしました。 

続いて、歳出７ページをお開きください。１款総務費、一般管理費、一般事務費、

決算額１８８万６，９４０円、後期高齢者医療事業に係る印刷費や通信運搬費など

の事務費等を支出しております。 

２款後期高齢者医療広域連合納付金、決算額２億５，０９１万８，８１９円、後

期高齢者医療広域連合に対し、町が徴収した保険料相当額と軽減分相当額を納付し

ています。 

３款諸支出金、２項償還金及び還付加算金、１目還付金、過年度保険料還付金、

決算額は５０万１，２００円、死亡等により、過年度保険料の還付で３０件分を還

付いたしました。 

１０ページ、実質収支に関する調書をお開きください。実質収支に関する調書、

１、歳入総額２億６，０４０万３，８５３円。 

２、歳出総額２億５，３３０万６，９５９円。 

３、歳入歳出差引額７０９万６，８９４円。 

４、翌年度へ繰り越すべき財源は０。 

５、実質収支額７０９万６，８９４円となります。 

説明は以上となります。よろしくお願いいたします。 

○議長（山本研一） 

以上で、認定第５号 決算認定について（後期高齢者医療事業特別会計）の細部

説明を終了します。 

日程第６ 認定第６号 決算認定について（駅前通り線周辺地区土地区画整理事

業特別会計）の細部説明を担当課長に求めます。 

区画整理担当課長。 

○区画整理担当課長（井上 昇） 

それでは、認定第６号 決算認定について（駅前通り線周辺地区土地区画整理事

業特別会計）について御説明いたします。 

ファイル名０９、認定第６号、決算認定について（駅前通り線周辺地区土地区画

整理事業特別会計）をお開きください。 

２ページを御覧ください。駅前通り線周辺地区土地区画整理事業特別会計歳入歳

出決算総額です。歳入、歳入予算現額７億６，９０６万８，２１０円、歳入決算額

６億１，５５５万７，０８０円、歳出、歳出予算現額７億６，９０６万８，２１０

円、歳出決算額４億３，８５９万７，１６０円、歳入歳出差引額１億７，６９５万

９，９２０円うち基金繰入額は０円。 

令和５年９月５日提出、神奈川県足柄上郡開成町長、山神裕。 

３ページを御覧ください。令和４年度駅前通り線周辺地区土地区画整理事業特別

会計歳入歳出決算書になります。 

歳入につきましては、１款使用料及び手数料から、５款町債まで、歳入合計、予
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算現額７億６，９０６万８，２１０円、調定額６億１，５５５万７，０８０円、収

入済額６億１，５５５万７，０８０円、不納欠損額、収入未済額は０円、４ページ

を御覧ください。 

歳出につきましては、１款総務費から３款予備費まで、歳出合計、予算現額７億

６，９０６万８，２１０円、支出済額４億３，８５９万７，１６０円、翌年度繰越

額は、２億９，８１５万５，１９４円、不用額３，２３１万５，８５６円、歳入歳

出差引残額１億７，６９５万９，９２０円となります。 

６ページを御覧ください。歳入歳出決算事項別明細書にて特徴的な部分を説明さ

せていただきます。 

歳入です。３款繰入金、１目他会計繰入金、一般会計繰入金として一般会計から

の繰入金となります。 

７ページを御覧ください。歳出です。２款事業費、１６節公有財産購入費です。

公有財産購入費として、約３，５００平方メートルの用地の取得をしたものでござ

います。 

２１節補償補てん及び賠償金、款工作物等移転補償費として用地を購入した土地

の家屋や工作物等を補償したものでございます。 

９ページを御覧ください。実質収支に関する調書になります。 

１、歳入総額６億１，５５５万７，０８０円。 

２、歳出総額４億３，８５９万７，１６０円。 

３、歳入歳出差引額１億７，６９５万９，９２０円。 

４、翌年度へ繰越すべき財源（２）繰越明許費繰越額１億４，４３７万５，１９

４円。 

５、実質収支額３，２５８万４，７２６円となっております。 

６、実質収支額のうち、地方自治法第２３３条の２の規定による基金繰入額はあ

りません。 

説明は以上となります。御審議のほど、よろしくお願いします。 

○議長（山本研一） 

以上で、認定第６号 決算認定について（駅前通り線周辺地区土地区画整理事業

特別会計）の細部説明を終了します。 

日程第７ 認定第７号 決算認定について（水道事業会計）、日程第８ 議案第

４０号 令和３年度開成町水道事業会計未処分利益剰余金の処分について、の細部

説明を担当課長に求めます。 

参事兼環境上下水道課長。 

失礼しました。先ほど日程第８号 議案第４０号と申し上げましたが、３６号、

そして令和３年度と申し上げましたが、令和４年度開成町事業水道会計でございま

した。おわびして訂正いたします。 

ではお願いします。参事兼環境上下水道課長。 

○参事兼環境上下水道課長（井上 新） 
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認定第７号について、説明させていただきます。ファイル名は１０、認定第７号、

決算認定について（水道事業会計）をお開きください。初めに決算書９ページをお

開きいただきたいと思います。９ページをお願いいたします。 

令和４年度開成町水道事業報告書。１、概況、（１）総括事項、令和４年度末に

おける給水装置使用数は、前年度比２０５個増の８，３２０個となり、給水人口は

前年度比１９３人増の１万８，５４５人となりました。また、年間総有収水量は、

前年度比４万２，５２６立方メートル減の２０３万７，２４７立方メートルとなり

ました。 

水道施設については、主に管路の更新・布設替え工事及び機械装置の更新工事を

実施しました。また、令和３年度に着手した。高台第一浄水浄水場他計装設備更新

工事が完了しました。なお、開成駅前公園緊急遮断弁更新工事については、新型コ

ロナウイルス感染症の影響による更新機器の部品不足により、年度内の完成に至り

ませんでした。そのため、予算を翌年度へ繰越工事を継続します。 

経営状況については、収益的収入は２億６，７０５万２，０２５円で、給水収益

と受託工事収益が主な収入源となっています。なお、令和４年度は、水道料金基本

料金減免分の減額調定補正と電気代高騰に伴う増額補正を行いましたので、これら

に対して一般会計から補助金を受入れ、財源補てんを行いました。 

収益的支出は２億２，２１６万９０８円で、原水浄水配水及び給水費と減価償却

費が大きな割合を占めています。この結果、当年度純利益は４，４８９万１，１１

７円となりました。 

資本的収入及び支出については、資本的収入は２，７８５万５，６００円で、企

業債が主な収入源となっています。 

資本的支出は１億４，０３１万６，１５２円で、増設改良費と企業債償還金が主

な内訳となります。 

次に、決算書２ページをお開きください。令和４年度開成町水道事業決算報告書

でございます。 

１、収益的収入及び支出です。こちらは水道事業の経営運営を行うための経常的

収支予算に対する決算状況を表したものでございます。 

収入です。第１款水道事業収益の収入予算合計額が２億７，４０７万１，０００

円に対しまして、決算額は２億８，６６３万４０円で、予算に対して１，２５５万

９，０４０円の増となりました。 

次に支出です。第１１款水道事業費用の決算額は２億３，６７６万７，３４８円

となってございます。 

次に３ページをお開きください。（２）といたしまして、資本的収入及び支出で

す。この項目は水道水を供給するための水道施設の新設や改造などの投資的経費の

収支予算に対する決算状況を表したものでございます。 

収入です。第２款の資本的収入の予算合計額が４，７０９万円に対しまして、決

算額は２，７８５万５，６００円となり、１，９２３万４，４００円の減となりま
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した。 

支出です。第１２款資本的支出の決算額は１億４，６０３万８，２３５円となって

います。なお、欄外に記載のとおり、資本的収入額が資本的支出額に対して不足す

る額につきましては、公営企業の会計処理基準にのっとり、補てんをしてございま

す。 

次に、１７ページからの収益費用明細書及び資本的収支明細書で御説明をいたし

ます。１７ページをお開きください。 

収益的収入、１款水道事業収益、１項営業収益、１目給水収益、水道使用料にな

ります。こちらは説明欄にございますとおり、令和４年度に調定した給水収益４万

９，３２０件分となってございます。前年度比２，６９５万４，４８６円減となっ

ておりますけれども、こちらは２期分、４か月分の基本料金の額を減免を実施をい

たしましたため、減収となってございます。その下、給水工事加入金になります。

こちらは令和４年度に調定した水道利用加入金２０３件分となってございます。 

続きまして１８ページをお開きください。 

収益的支出、１１款水道事業費用、１項営業費用、１目原水浄水配水及び給水費

になります。こちらは水質検査、滅菌装置保守点検、電気設備保安の委託等、水道

施設の維持管理に必要な経費となってございます。 

続きまして２０ページをお開きください。資本的収支明細書になります。 

この項目は水道水を供給するための水道施設の新設や、改造などの投資的経費の

状況を表したものでございます。 

資本的収入です。２款資本的収入、１項分担金、２目配水管布設分担金、配水管

布設分担金、説明欄、下水道布設工事に伴う支障水道管の布設替え工事に係る下水

道事業会計からの分担金となっております。 

その下、消火栓設置費負担金、こちらは消火栓１２基の更新に係る一般会計から

の負担金となっております。 

続きまして２１ページをお開きください。 

資本的支出、１２款資本的支出、２項増設改良費、１目配水施設整備工事費、説

明欄、既存水道施設の更新に係る費用となっております。 

県道７８号の横断配水管更新工事、高台第一浄水場他計装設備更新工事他となっ

てございます。 

続きまして恐縮ですけれども、決算書４ページをお開きください。 

令和４年度開成町水道事業損益計算書です。この計算書は、令和４年度の１年間

の損益について、税抜きで計算したものとなっております。 

下から４行目、収益から費用を差し引いた額である当年度純利益は４，４８９万

１，１１７円となりました。 

次に５ページをお開きください。こちらは令和４年度開成町水道事業剰余金の計

算書でございます。 

この計算書は、水道事業の企業内に留保している剰余金及び資本金の変動額を表
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示したものでございます。 

次に７ページをお開きください。こちらは令和４年度開成町水道事業貸借対照表

でございます。こちらは税抜きの表示となってございます。 

この表は令和４年度末における水道事業の財政状況を資産と負債、資本の部に区

分し、対照した表でございます。 

下から４行目、利益剰余金合計４億５，５２２万２，５０３円、こちらが令和４

年度末における水道事業会計の剰余金となってございます。 

続きまして１１ページをお開きください。ここから付属資料の説明でございます。

最初に御説明をいたしました事業報告の続きになりますけれども、２の業務です。

（１）の業務量でございますが、表中の１行目、年度末給水人口は１万８，５４５

人、前年度と比較して１９３人の増となってございます。 

次に中ほどの年間配水量は２１９万９６０立方メートル、１日平均では６，００

３立方メートルとなっております。 

下段の年間有収水給水量は２０３万７，２４７立方メートルで、有収率は９３％

となっております。 

以下、事業収入に関する事項、事業費用に関する事項、主要契約の要旨、企業債

の概要となってございます。後ほど御覧いただきたいと思います。 

次に１５ページを御覧いただきたいと思います。 

こちらは令和４年度開成町水道事業キャッシュフロー計算書で、資金の流れを表

したものでございます。こちらも後ほど御覧いただきたいと思います。 

続いて１６ページを御覧ください。このページは、財務諸表に関する注記でござ

いまして、重要な会計方針、その他の注記を記載しております。 

以降、２３ページの固定資産明細書から２７ページの補てん財源明細書までにつ

きましては、後ほど御覧いただきたいと思います。 

説明は以上となります。 

続きまして、議案第３６号について説明をいたします。ファイル名は１２、議案

第３６号令和４年度開成町水道事業会計未処分利益剰余金の処分について、をお開

きください。 

それでは２ページ目の令和４年度開成町水道事業剰余金処分計算書（案）で説明

をさせていただきます。 

この計算書の中において、令和４年度未処分利益剰余金を次年度に目的別に処分

するための案を提示してございます。 

当年度末残高の未処分利益剰余金は１億４，４８９万１，１１１円となってござ

います。このうち建設改良積立金といたしまして、４，４８９万１，１１１円を積

立てまして、残額１億円を翌年度繰越利益剰余金とするものでございます。 

説明は以上でございます。 

○議長（山本研一） 

以上で、日程第７ 認定第７号 決算認定について（水道事業会計）、日程第８ 
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議案第３６号 令和４年度開成町水道事業会計未処分利益剰余金の処分についての

細部説明を終了します。 

日程第９ 認定第８号 決算認定について（下水道事業会計）の細部説明を担当

課長に求めます。 

参事兼環境上下水道課長。 

○参事兼環境上下水道課長（井上 新） 

先ほどの令和４年度開成町水道事業会計未処分利益剰余金の処分について、読み

違えをいたしましたので、ちょっと訂正をさせていただきます。 

未処分利益剰余金は１億４，４８９万１，１１１円と申し上げましたけれども、

一番下の１円が７円でございまして、ちょっと読み違いをしてございました。その

辺につきましては、建設改良費積立金４，４８９万１，１１７円を積み立てるとい

う形に訂正をお願いいたします。大変失礼をいたしました。 

それでは認定第８号について説明をいたします。ファイル名は１１、認定第８号、

決算認定について（下水道事業会計）をお開きください。 

初めに決算書の９ページになります。令和４年度開成町下水道事業報告書でござ

います。 

１、概況、（１）総括事項、開成町公共下水道事業は、令和元年度より地方公営

企業法の適用による企業会計を導入しました。下水道事業を適正に進めていくため

財産情報を把握し、引き続き経営基盤の強化に努めてまいります。 

令和５年３月３１日現在、整備面積は２５７．２ヘクタールで、前年度に比べて

１．０ヘクタールの増となり、整備人口は１万３，５８８人で、前年度に比べて１

１１人の増となりました。 

有収水量は年間２１３万５９１立方メートルで、前年に比べ９，１２９立方メー

トルの減でした。 

令和４年度の下水道整備につきましては、快適で衛生的な生活環境を維持し、河

川などの公共用水域の水質保全を図るため、牛島地区、宮台地区及び金井島地区に

おいて、管渠布設工事を実施しました。限られた財源の中、社会資本整備総合交付

金を活用しながら、未普及地域の解消に向けて整備を進めております。 

令和４年度の経営状況につきましては、収益的収入は４億６，９３０万２０１円

で、下水道使用料と他会計補助金が主な収入源となっています。 

収益的支出は、４億５，５９２万６，７７５円で、流域下水道と減価償却費が大

きな割合を占めています。 

収入から支出を差し引いた当年度純利益は１，３３７万３，４２６円となりまし

た。 

資本的収入及び支出の決算額については収入は１億９，８１７万５，５７５円で、

企業債と他会計出資金が主な収入源となっています。 

支出については、３億４８７万５，８５４円で、主な内訳としては、建設改良費

と企業債償還金となります。 
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今後も下水道の整備を行いながら、設備の適正な維持管理などを実施し、住みよ

い環境づくりを進めてまいります。 

次に決算書２ページをお開きください。令和４年度開成町下水道事業決算報告書

でございます。 

（１）収益的収入及び支出です。こちらは下水道事業の経営運営を行うための経

常的収支予算に対する決算状況を表したものでございます。 

収入です。第１款下水道事業収益の収入予算合計額が４億８，５５２万５，００

０円に対しまして、決算額は４億９，０８４万３，４５３円で、予算に対しまして、

５３１万８，４５３円の増となってございます。 

次に支出です。第１１款下水道事業費用の決算額は４億７，２７８万６，７３２

円となっています。 

次に３ページをお開きください。（２）資本的収入及び支出です。この項目は下

水を処理するための施設などの投資的経費の収支予算に対する決算状況を表したも

のでございます。 

収入です。第２款の資本的収入の予算合計額が２億２４６万６，０００円に対し

まして、決算額は１億９，８２２万８，１３２円となり、４２３万７，８６８円の

減となりました。 

次に支出です。第１２款資本的支出の決算額は３億１，２９９万４，７１７円で

す。なお、欄外に記載のとおり資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額につ

きましては、公営企業の会計処理基準にのっとり補てんをしてございます。 

次に１５ページからの収益費用明細書及び資本的収支明細書を御説明をさせてい

ただきます。 

収益費用明細書、収益的収入、１款下水道事業収益、１項営業収益、１目下水道

使用料、下水道使用料です。説明欄になります。令和４年度に調定をいたしました

下水道使用料収益３万６，６５３件分となってございます。なお、基本料金の減免

を下水道も実施をしておりまして、そのため前年度比減となってございます。 

１６ページをお開きください。収益的支出、１１款下水道事業費用、１項営業費

用、１目管渠費、２目流域下水道費、説明欄、酒匂川流域下水道の汚水流入量に応

じて負担する維持管理負担金の拠出となっております。３市７町共同で汚水処理を

実施をしているところでございます。 

続きまして１８ページをお開きください。資本的収入になります。２款資本的収

入、１項負担金、１目受益者負担金、受益者負担金、説明欄、令和４年度に調定を

いたしました下水道受益者負担金３９件分となってございます。 

続きまして１９ページをお開きください。１２款資本的支出、１項建設改良費、

１目管路建設費、説明欄、管渠布設工事２件、令和３年度管渠敷設工事箇所の舗装

復旧工事を実施をしてございます。 

続きまして４ページにお戻りください。令和４年度開成町下水道事業損益計算書

です。この計算書は、令和４年度の１年間の損益について税抜きで計算したものと
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なってございます。 

この中では下から４行目、収益から費用を差し引いた額でございます、当年度純

利益こちらが、１，３３７万３，４２６円となったということでございます。 

次に５ページをお開きください。こちらは令和４年度開成町下水道事業剰余金計

算書でございます。この計算書は下水道事業の企業内に留保している剰余金及び資

本的変動額を表示したものでございます。後ほど御確認いただければと存じます。 

次に７ページを御覧ください。こちらは令和４年度開成町下水道事業貸借対照表

です。税抜き表記となってございます。この表は、令和４年度末における下水道事

業の財政状況を、資産と負債、資本の部に区分し、対照した表でございます。 

下から４行目、利益剰余金合計８，６７２万６，２５９円、こちらは令和４年度

末における下水道事業会計の剰余金となってございます。 

続きまして１０ページをお開きください。ここから付属資料の説明となります。 

最初に御説明いたしました事業報告の続きになります。２の業務になります。 

（１）の業務量でございますが、表中の４行目、年間有収水量２１３万５９１立

方メートル、年間処理水量といたしまして、２６５万３，５５８立方メートルとな

ってございます。 

以下、事業収入に関する事項、事業費用に関する事項、主要契約の要旨、企業債

の概要となってございます。後ほど御覧いただきたいと思います。 

次に１３ページを御覧ください。こちらは令和４年度開成町下水道事業キャッシ

ュフロー計算書で、こちらも資金の流れを表したものとなってございます。後ほど

御覧いただきたいと思います。 

続きまして１４ページを御覧ください。このページは財務諸表に関する注記であ

りまして、重要な会計方針、その他の注記を記載しております。 

以降２１ページの固定資産明細書から３１ページの補てん財源明細書までにつき

ましては、後ほど御覧いただきたいと存じます。 

説明は以上となります。 

○議長（山本研一） 

以上で、認定第８号 決算認定について（下水道事業会計）の細部説明を終了し

ます。 

以上で本日の日程は全て終了しました。 

なお、次回は１１日月曜日に一般会計決算の質疑を行います。 

本日はこれにて散会します。お疲れさまでした。 

午前１１時５６分 散会 

 


